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星形成領域の分子雲の電離度は非常に低い。従って、十分な時間があれば星間磁場は分子雲から拡散
し、一様になろうとする傾向にある。本研究では、磁気拡散によって、磁気雲の重力収縮が誘発される様
子を数値シミュレーションにより追跡した。磁気雲の分裂過程が次の3種類に分類されることが分かった。
（１）等温収縮期の分裂（wide binaries with separation of ~104AU)、
（２）棒状コアの分裂（binaries with separation of 102-103AU）、
（３）回転円盤の分裂（close binaries with separation of < ~102 AU ）

１．計算モデル
磁場に貫かれた軸対称ガス円盤に、振幅が５％のm=2の密度揺らぎを加える。
MHDシミュレーションにより、磁気雲の重力収縮・分裂過程を追跡。

３．　分かったこと　：　磁気拡散は重要

１．初期に力学的に安定な分子雲でも、
　　磁気拡散により分裂が促進される。

２．　分裂のタイプが3種類に分類される。

２(a)　計算結果　（等温収縮期の分裂）

分子雲コアの質量が大きく、中心部の密度分布が比較的
平坦な場合。
等温収縮期に間隔の比較的大きい(104AU)、2つのコアに

分裂する。

２(b)　計算結果　（棒状コアの分裂）

分子雲コアの質量が比較的大きく、中心部の密度
分布が比較的中心集中している場合。
中心密度が1012 cm-3に達すると、高密度領域は光

学的に厚くなり、収縮が減速され、非常に長い棒
状コアが形成される。棒状コアは、長軸に沿って複
数に分裂する。星なしコアL1544はこのタイプ。
コア同士の間隔は、102～103AU程度

２(c)　計算結果　（回転円盤の分裂）

分子雲コアの質量が小さい場合。
中心部で軸比の小さい棒状コアが形成される。この
コアは分裂せず、中心部に回転円盤が形成される。
回転円盤は棒状に歪み、やがて分裂する。コアの
間隔は円盤の半径程度( < 102AU)
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